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江
西
省
ざ
陽
県
の
ざ
陽
腔
初
探

百
田宇

満

正

博

一、

ｴ
陽
県
の
調
査
報
告

　
二
〇
〇
九
年
の
一
一
月
に
、
福
建
省
の
建
陽
市
と
、
江
西
省
の
ざ
陽
県
を
調

査
し
た
。
ざ
陽
県
で
は
、
思
っ
た
以
上
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
は
、
古
い
戯
台
の
跡
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
ま
ず
そ
の
こ
と
か
ら
報
告
し
た
い
。

　
江
西
省
の
東
北
の
方
向
に
あ
る
上
饒
市
に
、
ざ
陽
県
は
属
す
る
。
東
は
漸
江

省
に
接
し
、
南
は
福
建
省
に
接
す
る
、
交
通
の
要
所
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
宋

代
に
は
池
州
等
と
共
に
、
信
州
と
し
て
江
南
東
路
に
属
し
て
い
た
。
元
代
に
は

福
建
も
含
め
た
江
漸
行
省
に
、
信
州
路
と
し
て
所
属
し
た
。
明
代
に
な
っ
て
や
っ

と
広
信
府
と
し
て
江
西
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
漢
語
方

言
地
図
集
」
（
曹
志
転
、
二
〇
〇
八
）
な
ど
を
見
て
も
、
上
饒
市
全
体
と
し
て

み
れ
ば
、
東
隣
の
漸
江
省
の
方
言
、
呉
語
と
一
致
す
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ

る
。
私
が
現
地
で
聞
い
た
範
囲
で
も
、
呉
語
に
近
い
感
じ
が
し
た
。
『
現
代
漢

語
方
言
概
論
』
（
俣
精
一
、
二
〇
〇
二
）
に
よ
る
と
、
上
饒
市
の
東
半
分
は
呉

語
区
と
さ
れ
、
ざ
陽
県
は
西
側
の
積
語
の
鷹
ざ
片
に
所
属
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
実
際
に
は
呉
語
も
入
り
交
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
調
査
の
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
ざ
陽
県
は
ま
た
、
中
国
の
古
代
の
戯
曲
で
あ
る
南
曲
の
発
祥
の
地
の
一

つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
で
引
用
す
る
が
明
末
の
湯
顕
祖
に
有
名
な
文
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
明
代
の
末
に
は
ざ
陽
の
調
べ
は
絶
え
た
と
記
さ
れ
て
い
た
（
本

稿
で
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
新
資
料
、
明
末
ざ
陽
県
で
芸
能
が
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
宋
慾
澄
の
『
九
篇
讃
集
』
を
、
後
に
示
し
た
）
。

し
か
し
、
そ
の
後
清
代
に
な
っ
て
も
、
全
国
各
地
で
ざ
陽
腔
の
影
響
を
受
け
た

劇
種
が
発
展
し
、
北
京
に
お
い
て
も
ざ
陽
腔
の
後
身
と
い
う
「
京
腔
」
が
盛
ん

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
に
い
る
研
究
者
と
し
て
は
、
深
く
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考
え
る
こ
と
も
な
く
、
ざ
陽
以
外
の
地
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
当
地
の



江
西
の
ざ
陽
で
ざ
陽
腔
は
消
滅
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
な
ん
と
な
く

考
え
て
い
た
。

　
従
来
か
ら
も
ざ
陽
腔
に
関
す
る
記
事
は
、
ざ
陽
県
以
外
の
地
方
志
に
見
え
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
東
側
の
玉
山
県
志
に
は
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。

紋
袴
子
弟
、
操
三
絃
琴
、
弄
笙
笛
、
以
檀
板
掲
鼓
為
之
節
。
所
尚
必
箆
音

也
。
謂
之
清
客
。
或
雑
以
鋼
絃
濫
夷
。
村
落
戯
劇
最
喜
西
調
。
城
市
亦
箆

少
ざ
多
。
自
十
月
至
十
一
月
城
陛
廟
絃
管
之
声
不
絶
昼
夜
。
非
承
平
日
久

民
気
和
楽
、
固
未
易
得
此
。
（
清
道
光
三
年
刻
本
、
巻
十
一
）

　
玉
山
県
の
村
落
で
は
「
西
調
（
秦
腔
・
梛
子
の
こ
と
）
」
が
好
ま
れ
、
城
市

部
で
は
、
毘
曲
も
好
ま
れ
た
が
、
ざ
陽
腔
の
方
が
好
ま
れ
た
と
い
う
記
録
で
あ

る
。　

ま
た
、
『
鄙
陽
県
志
』
の
風
俗
の
音
楽
の
項
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

て
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
ざ
陽
県
以
外
の
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も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
幾
つ
か
あ
る
現
存
す
る
『
ざ
陽
県
志
』
の
ど
の
刊
　
1

本
に
も
、
残
念
な
が
ら
ざ
陽
腔
に
関
す
る
記
録
は
見
え
な
か
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
江
西
の
ざ
陽
に
行
こ
う
と
思
っ
た
最
初
の
目
的
は
、
福
建
の
建

陽
と
の
地
理
関
係
を
実
感
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ざ
陽
に
つ
い
た
ら

町
を
散
策
し
て
、
な
に
か
遺
構
で
も
見
つ
か
れ
ば
、
も
う
け
も
の
ぐ
ら
い
に
し

か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
地
の
文
化
局
と
連
絡
を
取
っ
て
準
備

を
し
て
い
る
う
ち
に
、
途
中
か
ら
ざ
陽
県
に
は
相
当
数
の
戯
台
の
遺
跡
が
残
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
現
地
に
到
着
し
た
後
も
、
ざ
陽
県
の
文
化
局
長
の

黄
英
龍
氏
や
副
局
長
の
呉
波
氏
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
古
い
戯
台
に
案
内

し
て
も
ら
い
幾
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
外
国
人
が
一
人
で
は
決

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
配
慮
を
頂
い
た
ざ
陽
県
の
文
化

局
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
幾
つ
か
の
資
料
を
使
っ
て
、
ざ
陽
腔
に
関
す

る
知
見
を
残
し
て
お
き
た
い
。

東
関
外
沿
河
一
帯
、
多
商
頁
集
会
公
所
。
時
喚
毘
ざ
両
部
演
劇
祭
神
。
元

旦
前
後
燈
市
篇
鼓
喧
聞
達
旦
。
端
午
龍
船
競
渡
鼓
声
馨
撃
。
然
而
一
二
閑

散
之
流
或
吹
笙
或
撫
琴
或
弾
琵
琶
或
弄
篁
簗
、
各
随
所
好
以
為
楽
。
（
清

道
光
四
年
刊
本
）
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東
側
の
鄙
陽
県
で
は
、
商
人
の
会
館
で
、
毘
曲
と
並
ん
で
ざ
陽
腔
を
上
演
し
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花
陽
懸
志

図1

　
ま
ず
、
図
1
は
同
治
十

（一

ｪ
七
一
）
年
刊
の
『
ざ

陽
県
史
』
の
図
で
あ
る
。

　
県
城
の
前
（
南
側
）
を

流
れ
る
川
が
、
「
信
河
」

と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
、

現
在
信
江
と
い
わ
れ
て
い

る
川
で
あ
る
。
昔
の
県
城

は
河
の
北
側
に
城
壁
に
囲

ま
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
る
。
県
城
の
北

側
に
も
河
が
流
れ
て
い
る
。

中
に
「
江
村
義
渡
」
「
後

港
義
渡
」
な
ど
の
字
が
見

え
る
。
現
在
の
地
図
で

「
葛
渓
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
河
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（23）102
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北

南

祠堂の見取り図

た
。
祠
堂
の
見
取
り
図
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

は
、
姓
が
童
と
い
う
一
族
の
宗
廟
・
祠
堂
の
中
に
あ
っ

「
南
岩
鎮
斉
僚
坂
」
と
い
う
地
名
で
あ
っ
た
。
戯
台

で
あ
る
。
ざ
陽
県
の
中
心
か
ら
信
河
を
隔
て
た
南
側
、

一
八
五
一
）
年
間
の
も
の
と
さ
れ
る
「
童
家
台
」
①

最
初
に
見
た
も
の
は
清
朝
の
同
光
（
一
八
二
一
～

図
に
①
②
③
の
印
を
記
し
て
あ
る
。

も
の
で
あ
る
。
私
が
見
た
古
戯
台
は
三
か
所
で
、
地

省
地
図
冊
』
（
中
国
地
図
出
版
社
）
か
ら
引
用
し
た

図
2
は
、
現
在
の
ざ
陽
県
の
地
図
で
あ
る
『
江
西

（24） 101



［西省一七陽県の一窺陽腔初探

欝

写真1　祠堂の西側側面

写真2　北側の祭壇跡

写真3　南側戯台

写真4　舞台の下が入りロ

　
北
側
に
、
先
祖
を
ま
つ
っ
た
祭

壇
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
そ
れ
を
望
む
南
側
に

祠
堂
の
入
口
が
あ
り
、
そ
の
ヒ
に

戯
台
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
写
し
た

の
が
、
写
真
1
～
4
で
あ
る
。

　
入
［
の
上
に
、
戯
台
が
あ
る
の

は
興
味
深
い
。
と
い
う
の
は
私
が

・
田
西
省
の
関
帝
廟
で
見
た
戯
台
が
、

ほ
と
ん
ど
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

（25）100



写真5　入ロ付近写真6　入口の上に舞台がある

写真7　舞台の右側写真8　舞台の左側

　
次
に
見
た
の
は
、
湾
里
郷
②
の
西
李
村
に
あ
っ
た
李
氏
宗
廟
の
戯

台
で
あ
る
。
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
の
李
氏
は
四
つ
に
分
か
れ
、

西
側
に
住
む
李
氏
が
、
西
李
氏
で
あ
る
。
始
祖
が
李
奎
と
い
う
人
物

で
、
字
が
文
耀
、
号
が
九
川
で
あ
っ
た
。
永
楽
十
年
の
進
士
で
、

『
九
川
李
氏
宗
譜
」
が
残
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
こ
に
宣
徳
二
年
に

祠
堂
と
戯
台
を
建
て
た
記
録
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
宣
徳
年
間
と
い

え
ば
、
五
百
年
以
上
前
の
話
に
な
る
。
最
初
に
見
た
童
家
の
戯
台
よ

り
も
数
百
年
古
い
こ
と
に
な
る
。
ざ
陽
県
で
現
存
す
る
戯
台
と
し
て

は
、
最
も
古
い
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
（
襲
国
光
「
江
西
ざ
陽
腔
探
源
」
、

『
ざ
陽
腔
新
探
」
二
〇
〇
⊥
ハ
）
。

　
李
氏
の
戯
台
は
、
ざ
陽
県
で
現
存
す
る
最
古
の
戯
台
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
か
、
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
戯
台
の
反
対
側
に
も
空
間
が

あ
っ
た
の
で
、
あ
ち
ら
が
宗
廟
の
祭
壇
跡
か
と
質
問
し
た
ら
、
違
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
で
専
門
家
の
江
西
省
芸
術
研
究
所
の
萬
葉

先
生
に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
戯
台
は
三
層
構
造
で
、
戯
台
の
上
に

祭
壇
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
舞
台
も
他
の
地
域
と
異
な
り
、

舞
台
へ
の
出
入
口
が
八
つ
あ
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
写
真
で
見
て
も
、

左
右
だ
け
で
な
く
あ
ち
こ
ち
に
口
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、

演
目
に
神
仙
劇
が
多
く
、
様
々
な
役
が
多
数
出
入
り
し
た
か
ら
だ
と

い
う
。
北
京
の
故
宮
に
有
名
な
三
層
戯
台
が
あ
る
が
、
そ
の
原
型
と

も
言
え
そ
う
だ
。
こ
れ
ら
を
写
し
た
の
が
写
真
5
～
8
で
あ
る
。

99（26）



江西省ざ陽県の一覧陽腔初探

　
つ
ぎ
は
、
も
っ
と
北
の
郊
外
の
中
販
郷
の
芳
敏
の
露
台
③
で
あ
る
。
清
朝
の

康
煕
年
間
に
築
造
さ
れ
た
戯
台
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
も

う
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
話
で
は
露
台
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
舞

台
の
向
か
い
に
は
何
が
あ
り
ま
し
た
か
と
い
う
私
の
質
問
に
、
昔
は
道
観
（
道

教
の
お
寺
）
で
し
た
と
い
う
答
え
で
あ
っ
た
か
ら
、
宗
教
的
な
関
係
が
深
か
っ

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
見
学
が
終
わ
っ
て
、
現
地
の
文
化
局
の
方
に
、
す
ぐ
近
く
の
劇
場
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
こ
は
現
在
で
も
盛
ん
に
つ
か
わ
れ
て

い
る
劇
場
で
（
「
芳
敬
劇
場
」
）
、
演
員
が
ち
ょ
う
ど
練
習
を
し
て
い
た
。
村
に

劇
場
が
あ
る
と
い
う
の
も
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
驚
き
で
あ
る
。
舞
台
の

反
対
側
に
神
像
が
安
置
し
て
あ
っ
た
。
舞
台
と
神
像
が
向
か
い
合
う
構
造
は
、

基
本
的
に
宗
廟
の
舞
台
と
同
じ
で

あ
る
。

　
　
　
何
の
神
像
な
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
聞
か
な
か
っ
た
。
も
し

演
劇
の
戯
神
で
あ
れ
ば
、
こ
の
七

陽
県
の
ざ
陽
腔
の
祖
師
と
さ
れ
る

「
爺
老
郎
先
師
」
と
い
う
劇
神
だ

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
伝
説
で

は
杭
州
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る

演
劇
の
芸
人
の
神
様
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
写
し
た
の
が
写
真
9
～
1
3

で
あ
る
。

写真9　芳埆の古戯台

写真10　現在の芳轍劇場写真11劇場の舞台

写真12戯神写真13戯神
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旙

蝋
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叢
写真14　ざ陽県の劇場写真15舞台

写真16　演員の練習風景写真17　楽団の練習風景

　
と
こ
ろ
が
も
っ
と
驚
い
た
の
は
、
現
在
で
も
ざ
陽
県
に
覧
陽
腔
の

劇
団
が
あ
っ
て
上
演
活
動
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
さ
に
生
き
て
い
た
覚
陽
腔
で
あ
る
。
県
の
劇
場
に
案
内
さ
れ
練
習

風
景
ま
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
が
次
の
写
真
1
4
～
1
7
で
あ
る
。

　
従
来
の
研
究
で
は
ざ
陽
腔
は
、
昆
曲
と
対
比
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
都
会
的
な
江
南
の
昆
曲
と
比
較
し
て
地
方
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
実
際
に
ざ
陽
県
の
戯
台
を
見
て
、
意
外

に
ざ
陽
腔
は
、
宗
廟
や
道
観
な
ど
の
宗
教
性
と
も
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
と
い
う
印
象
を
新
た
に
も
っ
た
。

97（28）



江西省k陽県のk陽腔初探

二
、
ざ
陽
腔
の
歴
史

　
次
に
ざ
陽
腔
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
的
な
記
述
を
、
こ
こ
で
簡
単
に
振
り
返
っ

て
、
演
劇
史
上
に
お
け
る
ざ
陽
腔
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

ざ
陽
腔
の
最
初
の
記
録
は
、
祝
允
明
（
一
四
六
一
～
一
五
二
七
）
の
『
狸
談
』

と
さ
れ
る
。
祝
允
明
は
、
成
化
年
間
（
一
四
六
五
～
一
四
八
七
）
、
弘
治
年
間

（一

l
八
八
～
一
五
〇
五
）
、
正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
～
一
五
二
一
）
を
生
き
、

嘉
靖
六
年
に
死
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
『
狸
談
』
の
書
か
れ
た
年
は
、
分
か
っ
て
い

な
い
。
年
齢
か
ら
考
え
る
に
、
弘
治
、
正
徳
年
間
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

今
人
間
用
楽
筍
簡
錯
乱
。
其
初
歌
曲
縣
竹
大
率
金
元
之
旧
。
略
存
十
七
宮

調
、
亦
且
不
備
。
ロ
バ
十
一
調
中
填
嚢
而
已
。
錐
日
不
敢
以
望
雅
部
。
然
俗

部
大
築
較
差
雅
部
不
蕾
数
律
。
今
俗
部
尤
極
高
。
而
就
其
声
察
之
、
初
無

定
一
時
高
下
随
工
任
意
移
易
。
蓋
視
金
元
製
腔
之
時
、
又
失
之
　
。
自
国

初
来
、
公
私
尚
用
優
伶
供
事
、
数
十
年
来
、
所
謂
南
戯
盛
行
、
更
為
無
端
。

於
是
声
楽
大
乱
。
南
戯
出
於
宣
和
之
後
、
南
渡
之
際
、
謂
之
温
州
雑
劇
。

予
見
旧
牒
、
其
時
有
趙
閾
夫
榜
禁
、
頗
述
名
目
。
如
趙
真
女
・
察
二
郎
等

亦
不
甚
多
。
以
後
日
増
、
今
遍
満
四
方
、
転
転
改
益
、
又
不
如
旧
、
而
歌

唱
愈
　
、
極
厭
観
聴
、
蓋
已
略
無
音
律
腔
調
。
愚
人
蚕
工
、
拘
意
更
変
、

妄
名
余
挑
腔
、
海
盤
腔
、
ざ
陽
腔
、
箆
山
腔
之
類
。
変
易
喉
舌
、
　
逐
抑

揚
、
杜
撰
百
端
、
真
胡
説
耳
。
若
以
被
之
管
絃
、
必
至
失
笑
、
而
昧
士
傾

喜
之
、
互
為
自
護
爾
。
（
『
説
郭
続
』
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
初
十
五
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
は
も
う
、
余
銚
腔
（
漸
江

紹
興
府
余
銚
）
、
海
盤
腔
（
漸
江
嘉
興
府
海
盤
）
、
ざ
陽
腔
（
広
信
府
ざ
陽
）
、

山
昆
山
腔
（
蘇
州
府
毘
山
）
な
ど
が
、
既
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
北
宋
で
は
両
漸
路
と
江
南
東
路
に
分
か
れ

る
が
、
元
代
で
は
江
漸
行
省
の
漸
東
道
と
い
う
一
つ
の
区
域
に
含
ま
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
の
次
は
、
魏
良
輔
の
『
南
詞
引
正
』
で
あ
る
。
魏
良
輔
は
、
沈
寵
綴
の

『
度
曲
須
知
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

嘉
隆
間
有
豫
章
魏
良
輔
者
、
流
寓
畢
東
鹿
城
之
間
、

之
説
随
也
、
蓋
洗
乖
声
、
別
開
堂
奥
。

生
而
審
音
、
憤
南
曲

　
畢
東
や
鹿
城
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
昆
山
の
付
近
に

住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
嘉
靖
（
一
五
二
二
～
一
五
六
六
）
・
隆

慶
（
一
五
六
七
～
一
五
七
二
）
の
頃
の
人
で
あ
っ
た
。
魏
良
輔
の
『
南
詞
引
正
』

は
、
通
常
『
曲
律
』
の
名
前
で
、
『
呉
欽
葦
雅
』
『
詞
林
逸
響
』
『
呉
騒
合
編
』

な
ど
の
散
駒
集
の
巻
首
に
附
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
新
し
く
文
徴
明
の
手
写
を
も
と
に
し
た
抄
本
が
発
見
さ
れ
た
。
「
委
江
尚
泉

魏
良
輔
『
南
詞
引
正
』
」
と
な
っ
て
い
て
、
内
容
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

影
印
本
が
『
真
蹟
日
録
』
（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
と
し
て
出
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版
さ
れ
て
い
る
。
一
八
条
の
短
い
文
章
か
ら
な
る
。
そ
の
第
五
条
に
、
次
の
よ

う
に
あ
る
（
貴
重
な
資
料
な
の
で
、
該
当
部
分
の
影
印
を
最
後
の
写
真
1
8
に
付

し
た
）
。

一、

腔
有
数
様
、
紛
紙
不
類
。
各
方
風
気
所
限
、
有
昆
山
、
海
盤
、
余
眺
、

杭
州
、
ざ
陽
。
自
徽
州
、
江
西
福
建
倶
作
ざ
陽
腔
。
永
楽
間
、
雲
貴
二

省
皆
作
之
、
会
唱
者
頗
入
耳
。
惟
箆
山
為
正
声
、
乃
唐
玄
宗
時
、
黄
旙

緯
所
傳
。
元
朝
有
顧
堅
者
。
錐
離
箆
山
三
十
里
、
居
千
敏
、
精
干
南
辞
、

善
作
古
賦
。
拡
廓
帖
木
児
聞
其
善
歌
、
屡
招
不
屈
。
与
楊
鉄
笛
、
顧
阿

瑛
、
侃
元
鎮
為
友
、
自
号
風
月
散
人
。
其
著
有
『
陶
真
野
集
』
十
巻
、

『
風
月
散
人
楽
府
』
八
巻
行
干
世
。
善
発
南
曲
之
奥
、
故
国
初
有
崖
山

腔
之
稔
。

　
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
安
徽
、
江
西
、
福
建
の
三
つ
の
地
域
に
わ
た
っ
て
ざ

陽
腔
が
流
行
し
た
。
永
楽
年
間
（
一
四
〇
三
～
一
四
二
四
）
に
は
、
既
に
雲
南
・

貴
州
省
ま
で
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ざ
陽
腔
は
、
一
五
世

紀
の
初
め
に
は
西
南
地
域
に
到
る
ま
で
の
広
域
に
ざ
陽
腔
が
伝
播
し
て
い
て
、

あ
ち
こ
ち
で
歌
声
が
聞
か
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
次
は
徐
文
長
（
一
五
二
一
～
一
五
九
三
）
の
『
南
詞
叙
録
』
の
記
述
で
あ
る
。

今
唱
家
稔
ざ
陽
腔
，
則
出
於
江
西
、
両
京
、
湖
南
、
閾
、
廣
用
之
。
構
鯨

挑
者
、
出
於
会
稽
、
常
、
潤
、
池
、
太
、
揚
、
除
用
之
。
稽
海
監
腔
者
、

嘉
、
湖
、
温
、
台
用
之
。
惟
毘
山
腔
止
行
於
呉
中
、
流
麗
悠
遠
、
出
三
腔

之
上
、
聴
之
最
足
蕩
人
．
妓
女
尤
妙
此
、
如
宋
之
喋
唱
、
即
旧
声
而
加
以

涯
艶
者
也
。
階
唐
正
雅
楽
、
詔
取
呉
人
充
弟
子
習
之
、
則
知
呉
之
善
謳
、

其
来
久
　
。

　
こ
こ
で
は
、
ざ
陽
腔
の
広
が
り
と
し
て
、
北
京
・
南
京
の
「
二
京
」
と
、
湖

南
・
広
東
「
廣
」
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
逆
の
記
録
も
あ
る
。
其
れ
は
戯
曲
家
と
し
て
も
有
名
な
湯
顕
祖

の
（
一
五
五
〇
～
一
六
一
七
）
の
「
宜
黄
県
戯
神
清
源
師
廟
記
」
で
あ
る
。

％

人
生
而
有
情
。
思
歓
怒
愁
、
感
於
幽
微
、
流
乎
囎
歌
、
形
諸
動
揺
。
或
一

往
而
尽
、
或
積
日
而
不
能
自
休
。
蓋
自
鳳
風
鳥
獣
以
至
巴
楡
夷
鬼
、
無
不

能
舞
能
歌
、
以
霊
機
自
相
転
活
、
而
況
吾
人
。
奇
哉
清
源
師
、
演
古
先
神

聖
八
能
千
唱
之
節
、
而
為
此
道
。
初
止
墾
弄
参
鵤
、
後
梢
為
末
泥
三
姑
旦

等
雑
劇
傳
奇
。
長
者
折
至
半
百
、
短
者
折
才
四
耳
。
生
天
生
地
生
鬼
生
神
、

極
人
物
之
萬
途
、
墳
古
今
之
千
変
。
一
勾
欄
之
上
、
幾
色
目
之
中
、
無
不

紆
徐
換
眩
、
頓
挫
俳
徊
。
悦
然
如
見
千
秋
之
人
、
発
夢
中
之
事
。
使
天
下

之
人
無
故
而
喜
、
無
故
而
悲
。
或
語
或
哩
…
、
或
鼓
或
疲
、
或
端
昆
而
聴
、

或
側
弁
而
冶
、
或
閾
観
而
笑
、
或
市
湧
而
排
。
乃
至
貴
偲
弛
傲
、
貧
齎
争

施
、
嘗
者
欲
玩
、
聾
者
欲
聴
、
唖
者
欲
嘆
、
践
者
欲
起
。
無
情
者
可
使
有

情
、
無
声
者
可
使
有
声
。
寂
可
使
喧
、
喧
可
使
寂
、
飢
可
使
飽
、
酔
可
使
　
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

醒
、
行
可
以
留
、
臥
可
以
興
。
鄙
者
欲
艶
、
頑
者
欲
霊
。
可
以
合
君
臣
之
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節
、
可
以
挾
父
子
之
恩
、
可
以
増
長
幼
之
睦
、
可
以
動
夫
婦
之
歓
、
可
以

発
賓
友
之
儀
、
可
以
釈
怨
毒
之
結
、
可
以
已
愁
憤
之
疾
、
可
以
渾
庸
鄙
之

好
。
然
則
斯
道
也
、
孝
子
以
事
其
親
、
敬
長
而
娯
死
。
仁
人
以
此
奉
其
尊
、

享
帝
而
事
鬼
、
老
者
以
此
終
、
少
者
以
此
長
。
外
戸
可
以
不
閉
、
嗜
欲
可

以
少
営
。
人
有
此
声
、
家
有
此
声
、
家
有
此
道
、
疫
腐
不
作
、
天
下
和
平
。

堂
非
以
人
情
之
大
寳
、
為
名
教
之
至
楽
也
哉
。

予
聞
清
源
、
西
川
灌
口
神
也
。
為
人
美
好
、
以
遊
戯
而
得
道
、
流
此
教
於

人
間
、
詑
無
祠
者
。
子
弟
開
呵
時
一
醒
之
、
唱
蜷
哩
樋
而
巳
。
予
毎
為
恨
。

諸
生
諦
法
孔
子
、
所
在
有
祠
、
仏
老
氏
弟
子
各
有
其
祠
。
清
源
師
号
為
得

道
、
弟
子
盈
天
下
、
不
滅
二
氏
、
而
無
祠
者
、
山
豆
非
非
楽
之
徒
、
以
其
道

為
戯
相
詣
病
耶
。

此
道
有
南
北
。
南
則
毘
山
之
次
為
海
盤
、
呉
漸
音
也
。
其
体
局
静
好
、
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拍
為
之
節
。
江
以
西
ざ
陽
、
其
節
以
鼓
、
其
調
誼
。
至
嘉
靖
而
ざ
陽
之
調

　絶
、
変
為
楽
平
、
為
徽
青
陽
。
我
宜
黄
諌
大
司
馬
輪
聞
而
悪
之
。
自
喜
得

治
兵
於
漸
、
以
漸
人
帰
教
其
郷
子
弟
、
能
為
海
璽
声
。
大
司
馬
死
二
十
余

年
　
、
食
其
技
者
殆
千
余
人
。
聚
而
論
於
予
日
、
吾
属
以
此
養
老
長
幼
長

世
、
而
清
源
祖
師
無
祠
、
不
可
。
予
問
個
以
大
司
馬
従
祀
乎
。
日
不
敢
。

止
以
田
蜜
二
将
軍
配
食
也
。
予
額
之
。
…
（
『
湯
顕
祖
詩
文
集
』
巻
三
十
四
）

　
こ
の
話
で
、
湯
顕
祖
は
劇
作
家
ら
し
く
、
始
め
に
演
劇
の
効
能
、
演
劇
論
を

述
べ
る
。
そ
の
あ
と
、
江
西
の
臨
川
の
南
に
位
置
す
る
宜
黄
県
に
、
演
劇
が
盛

ん
に
な
っ
た
由
来
を
述
べ
る
。
最
後
に
当
地
の
芸
人
た
ち
が
劇
神
を
祀
る
廟
を

創
る
話
に
協
力
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
湯
顕
祖
は
ざ
陽
腔
の

消
息
に
ふ
れ
、
「
調
絶
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
楽
平
腔
や
、
安
徽
の

青
陽
腔
が
代
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
ざ
陽
腔
は
、
今
回

の
調
査
で
見
た
よ
う
に
、
当
地
ざ
陽
で
も
絶
え
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
と

り
あ
え
ず
、
明
末
に
楽
平
腔
や
青
陽
腔
が
新
し
く
勃
興
し
て
き
た
こ
と
は
、
確

認
で
き
る
。

　
ざ
陽
腔
が
、
江
西
の
ざ
陽
県
以
外
の
地
で
も
絶
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、

当
時
の
記
録
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
明
末
の
人
鷹
夢
禎
（
一
五
四
六
～
一
六
〇

五
）
に
『
快
雪
堂
日
記
』
と
い
う
の
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
三
か
所
（
萬

暦
一
八
・
二
七
・
三
三
年
）
「
ざ
陽
腔
」
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
。
今
、
そ

の
一
つ
を
引
用
し
て
見
る
。

庚
寅
（
萬
暦
一
八
、
一
五
九
〇
年
）
、

九
月
二
八
。
晴
。

　
湖
上
訪
雪
浪
法
師
。
曙
明
宗
、
宗
検
蔵
於
霊
芝
寺
。
過
中
於
帰
元
山
主
所
。

　
曙
蓮
池
老
人
於
上
方
。
会
介
山
講
師
来
。
同
歩
至
巷
口
而
別
。
唐
季
泉
等

　
宴
寿
岳
翁
。
板
余
作
陪
、
搬
ざ
陽
戯
。
夜
半
而
散
。
疲
苦
之
極
。
因
思
長

　
卿
、
乃
好
此
声
。
嗜
痂
之
癖
、
殆
不
可
解
。
（
『
快
雪
堂
日
記
』
巻
五
十
一
）

　
杭
州
に
住
ん
で
い
た
漏
夢
禎
が
、
友
人
の
宴
会
の
席
で
ざ
陽
腔
を
見
た
と
い

う
記
録
で
あ
る
。
友
人
の
屠
隆
（
字
は
長
卿
、
一
五
四
二
～
一
六
〇
五
）
は
、

ざ
陽
腔
が
好
み
で
あ
っ
た
と
す
る
。
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ま
た
戯
曲
の
理
論
家
王
験
徳
の

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
曲
律
』
（
天
啓
五
、
一
六
二
四
年
）
に
は
、

論
腔
調
第
十

夫
南
曲
之
始
、
不
知
作
何
腔
調
。
沿
至
於
今
、
可
三
百
年
。
世
之
腔
調
、

毎
三
十
年
一
変
、
由
元
迄
今
、
不
知
経
幾
変
更
　
。
大
都
創
始
之
音
、
初

変
腔
調
、
定
自
渾
僕
、
漸
変
而
之
娩
媚
、
而
今
之
腕
媚
極
　
。
旧
凡
唱
南

調
者
、
皆
日
海
盤
、
今
海
盤
不
振
、
而
日
毘
山
。
毘
山
之
派
、
以
太
倉
魏

良
輔
為
祖
、
今
自
蘇
州
而
太
倉
松
江
、
以
及
漸
之
杭
・
嘉
・
湖
、
声
各
少

変
、
腔
調
略
同
、
惟
字
泥
土
音
、
開
閉
不
緋
、
反
識
越
人
呼
字
明
確
者
為

漸
気
、
大
為
詞
隠
先
生
所
疵
、
詳
見
其
著
正
呉
編
中
。
甚
如
唱
火
作
呵
上

声
、
唱
過
為
箇
、
尤
為
可
笑
。
過
之
不
得
為
箇
、
巳
載
編
中
、
而
火
之
不

可
為
呵
上
声
、
詞
隠
先
生
猶
未
之
及
也
。
然
其
腔
調
、
故
是
南
曲
正
声
。

数
十
年
来
、
又
有
ざ
陽
、
義
鳥
、
青
陽
、
徽
州
、
楽
平
諸
腔
之
出
。
今
則

石
塁
、
太
平
梨
園
、
幾
遍
天
下
、
蘇
州
不
能
与
角
什
之
二
一
二
．
其
声
淫
畦

妖
靡
、
不
分
調
名
、
亦
無
板
眼
、
又
有
錯
出
其
間
、
流
而
為
両
頭
螢
者
、

皆
鄭
声
之
最
、
而
世
争
檀
趨
痂
、
靡
然
和
之
、
甘
為
大
雅
罪
人
、
世
道
江

河
、
不
知
変
之
所
極
　
。

論
板
眼
第
十
一

今
至
ざ
陽
、
太
平
之

厄
也
。

「
衰
唱
」
、
而
謂
之
「
流
水
板
」
、
此
又
拍
板
之
一
大

　
「
論
腔
調
」
に
よ
れ
ば
、
海
盤
腔
・
箆
山
腔
に
代
わ
っ
て
、
ざ
陽
腔
・
義
鳥

腔
・
青
陽
腔
・
徽
州
腔
・
楽
平
腔
が
出
て
き
て
、
そ
の
上
に
最
近
は
ま
た
新
し

く
石
塁
腔
、
太
平
腔
が
出
現
し
て
き
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
魏
良
輔
の
『
南

詞
引
正
』
で
は
、
毘
山
腔
、
海
盤
腔
、
ざ
陽
腔
の
間
に
序
列
は
無
か
っ
た
。
し

か
し
王
騨
徳
は
、
海
盤
腔
に
始
ま
り
箆
山
腔
と
続
く
と
す
る
歴
史
的
な
序
列
を

示
し
、
且
つ
こ
の
二
つ
が
「
南
曲
之
正
声
」
だ
と
い
う
価
値
的
な
位
置
付
け
も

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ざ
陽
腔
は
新
し
く
「
大
雅
之
罪
人
」
と
い
う
の
だ
か

ら
結
局
は
「
変
雅
」
と
い
う
低
い
価
値
判
断
も
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴

史
的
な
順
番
は
、
湯
顕
祖
の
毘
山
腔
に
始
ま
り
、
海
盤
腔
が
そ
れ
に
次
ぐ
と
い

う
認
識
と
、
反
対
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ざ
陽
腔
と
太
平
腔
に
は
、
「
衰
唱
」
が
有
り
、
「
流
水
板
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
と
い
う
、
貴
重
な
証
言
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
「
衰
唱
」
が
、
「
衰

調
」
と
し
て
明
末
に
出
版
さ
れ
る
徽
調
の
散
餉
集
な
ど
に
、
多
く
録
さ
れ
て
い

る
。　

明
代
に
は
、
宮
廷
で
ざ
陽
腔
が
採
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
沈

徳
符
の
『
萬
暦
野
獲
編
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

囎

禁
中
演
劇

内
廷
諸
戯
劇
倶
隷
鐘
鼓
司
。
皆
習
相
伝
院
本
。
沿
金
元
之
旧
。
以
故
其
事

多
與
教
坊
相
通
。
至
今
上
始
設
諸
劇
於
玉
煕
宮
、
以
習
外
戯
。
如
ざ
陽
、

海
盤
、
毘
山
諸
家
倶
有
之
。
其
人
員
以
三
百
為
率
、
不
復
属
鐘
鼓
司
。
頗
　
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

采
聴
外
間
風
聞
、
以
供
科
諏
。
如
成
化
間
阿
丑
之
属
（
『
四
友
斎
叢
説
』
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巻
十
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
　
筆
者
注
）
、
以
故
侍
上
寵
頗
干
外
事
。

近
日
聖
意
頗
覚
之
、
進
膳
設
劇
、
頓
減
於
旧
、
此
輩
亦
少
最
　
。
（
『
萬
暦

野
獲
編
補
遺
』
巻
一
）

　
従
来
明
の
宮
廷
で
は
、
金
元
以
来
の
北
曲
を
上
演
し
て
き
た
。
萬
暦
帝
の
頃

か
ら
、
南
曲
の
ざ
陽
腔
、
海
盤
腔
、
毘
山
腔
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
人
員
は
三
百
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
つ
一

つ
の
腔
調
が
三
百
人
ず
つ
の
劇
団
員
を
有
し
て
い
た
の
か
、
演
劇
関
係
者
が
全

部
で
三
百
人
だ
っ
た
か
は
、
分
か
ら
な
い
。
と
も
か
く
ざ
陽
腔
は
、
宮
廷
で
も

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
宮
廷
だ
け
で
な
く
富
裕
な
家
庭
で
も
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
顧
起
元
（
一
五
六
五
～
一
六
二
八
）
は
、
萬
暦
二
六
年
の
殿
試

一
甲
の
人
物
で
あ
る
。
顧
起
元
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

南
都
萬
暦
以
前
、
公
侯
与
緒
紳
及
富
家
、
凡
有
議
会
、
小
集
多
用
散
楽
、

或
三
四
人
、
或
多
人
、
唱
大
套
北
曲
、
楽
器
用
箏
、
築
、
琵
琶
、
三
絃
子
、

拍
板
。
若
大
席
、
則
用
教
坊
打
院
本
、
乃
北
曲
大
四
套
者
、
中
間
錯
以
撮

塾
圏
、
舞
観
音
、
或
百
丈
旗
、
或
跳
隊
子
。
後
乃
変
而
尽
用
南
唱
、
歌
者

砥
用
一
小
拍
板
、
或
以
扇
子
代
之
、
間
有
用
鼓
板
者
。
今
則
呉
人
益
以
洞

篇
及
月
琴
、
声
調
屡
変
、
益
為
棲
椀
（
聴
者
殆
欲
堕
涙
夷
。
大
会
則
用
南

戯
。
其
始
止
二
腔
、
一
為
ざ
陽
、
一
為
海
盤
。
ざ
陽
則
錯
用
郷
語
、
四
方

土
客
喜
閲
之
、
海
盤
多
官
語
、
両
京
人
用
之
。
後
則
又
有
四
平
、
乃
梢
変

ざ
陽
而
令
人
可
通
者
。
今
又
有
箆
山
、
校
海
盤
又
為
清
柔
而
腕
折
、
一
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

之
長
、
延
至
数
息
、
士
大
夫
稟
心
房
之
精
、
靡
然
従
好
、
見
海
盤
等
腔
已
　
ω

白
日
欲
睡
。
至
院
本
北
曲
、
不
蕾
吹
箆
撃
缶
、
甚
且
厭
而
唾
之
　
。
（
『
客

座
贅
語
』
巻
九
）

　
元
々
富
豪
の
家
で
は
、
宴
会
の
と
き
な
ど
に
北
曲
の
上
演
や
小
規
模
な
芸
能

が
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ざ
陽
腔
や
海
盤
腔
な
ど
の
南
曲
が
人
気
を
博
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ざ
陽
腔
は
方
言
が
多
く
、
海
盤
腔
は

「
官
語
」
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
海
監
腔
は
、
後
に
同
じ
呉
地
方

の
毘
山
腔
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
い
う
。
作
者
の
顧
起
元
は
、
南
京
の
出
身

な
の
で
、
海
盤
腔
の
よ
う
な
嘉
興
府
の
言
葉
、
現
在
で
い
え
ば
呉
語
太
湖
片
の

言
葉
が
近
し
い
も
の
に
感
じ
た
の
か
、
或
い
は
海
盤
腔
は
本
当
に
官
話
を
使
っ

て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
官
語
」
と
い
う
の
は
南
京
官

話
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
は
、
富
豪
の
家
で
行
わ
れ
る

演
劇
は
、
南
曲
と
北
曲
が
交
代
し
、
北
曲
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。　

以
上
は
、
ざ
陽
県
以
外
の
場
所
に
お
け
る
ざ
陽
腔
の
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
明
代
の
江
西
の
ざ
陽
県
に
つ
い
て
、
直
接
見
聞
し
た
新
し
い
資
料
が

あ
る
。
そ
れ
が
、
明
末
の
萬
暦
年
間
の
人
で
あ
る
宋
愁
澄
の
文
集
の
中
に
あ
る
。

次
に
引
用
し
て
見
る
。

囎



ざ
陽
　
二

ざ
陽
城
下
泊
舟
不
可
唱
。
唱
則
県
中
群
起
迭
歌
、
患
勤
索
和
客
歌
唱
。
若

窮
則
岸
上
争
以
瓦
礫
相
榔
幾
亡
。
其
生
客
能
和
、
至
四
更
則
主
人
亦
漸
引

去
。
蓋
天
下
優
人
十
九
出
ざ
陽
。
故
主
人
好
勝
一
至
干
此
。
呉
人
云
江
陰

莫
動
手
、
無
錫
莫
動
口
。
量
特
ざ
陽
哉
。
然
呉
歌
楚
調
不
相
入
如
薫
癒
。

彼
其
相
和
如
東
西
、
司
長
倶
有
競
心
、
都
無
擁
和
之
雅
。
又
腔
日
楽
平
、

地
属
饒
州
。
宣
鳳
游
（
楽
平
県
の
山
名
一
筆
者
注
）
鶴
阜
（
呉
県
の
山

名
一
筆
者
注
）
独
協
八
音
。
以
予
聴
之
、
然
欺
否
也
。
又
其
次
日
青
陽
、

乃
南
国
　
。
（
『
九
箭
続
集
』
巻
十
雑
著
、
明
萬
暦
刻
本
）

　
著
者
の
宋
愁
澄
は
、
後
の
呉
偉
業
の
「
宋
幼
清
墓
誌
銘
」
（
『
梅
村
家
蔵
藁
』

巻
四
七
）
に
よ
れ
ば
、
天
啓
二
（
一
六
二
二
）
年
に
五
一
歳
で
な
く
な
っ
た
、

主
に
明
末
の
萬
暦
年
間
を
生
き
た
人
で
あ
る
。
長
く
北
京
と
蘇
州
に
住
ん
で
い

た
が
、
「
如
斉
、
如
秦
、
如
沐
、
如
豫
章
、
如
楚
、
越
、
皆
居
焉
」
と
述
べ
ら

れ
る
よ
う
に
、
全
国
各
地
を
流
寓
し
た
経
験
も
あ
る
ら
し
い
。
豫
章
（
江
西
省

南
昌
）
に
も
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ざ
陽
県
に
関
す
る
記

述
は
、
相
当
程
度
信
用
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ざ
陽
県
は
芸
能
の

盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
全
国
の
役
者

の
十
人
に
九
人
は
ざ
陽
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
大
袈
裟
な
表
現
だ
と
し

て
も
、
当
時
は
ま
だ
ざ
陽
県
は
芸
人
を
輩
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

湯
顕
祖
の
言
う
よ
う
に
、
「
至
嘉
靖
而
ざ
陽
之
調
絶
」
と
い
う
の
は
、
正
確
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
清
代
に
な
る
と
、
ざ
陽
腔
は
、
「
高
腔
」
と
か
「
京
腔
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
ら
し
い
。
李
調
元
（
乾
隆
二
八
年
の
進
士
）
の
『
劇
話
』
に
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
ざ
陽
（
腔
）
」
始
ざ
陽
、
即
今
「
高
腔
」
、
所
唱
皆
南
曲
。
又
謂
「
秩
腔
」
、

「
秩
」
即
「
ざ
」
之
転
声
。
京
謂
「
京
腔
」
、
専
俗
謂
之
「
高
腔
」
、
楚
・

蜀
之
間
謂
之
「
清
戯
」
。
向
無
曲
譜
、
祇
沿
土
俗
、
以
一
人
唱
而
衆
和
之
、

亦
有
緊
板
、
慢
板
。

　
ざ
陽
腔
が
、
北
京
で
は
「
京
腔
」
他
の
地
域
で
は
「
高
腔
」
「
清
戯
」
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
特
徴
と
し
て
一
人
が
歌
い
衆
人
が
和

す
る
「
鴛
腔
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

　
こ
の
ざ
陽
腔
の
特
徴
は
、
著
名
な
戯
曲
理
論
家
の
李
漁
の
『
聞
情
偶
寄
』

（
音
律
第
三
）
に
も
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

91

詞
曲
中
音
律
之
壊
、
壊
於
南
西
痛
。
凡
有
作
者
、
當
以
之
為
戒
、
不
當
取

之
為
法
。
非
止
音
律
、
文
芸
亦
然
。
請
詳
言
之
。
填
詞
除
雑
劇
不
論
、
止

論
全
本
、
其
文
字
之
佳
、
音
律
之
妙
、
未
有
過
於
北
西
廟
者
。
自
南
本
一

出
、
遂
変
極
佳
者
為
極
不
佳
、
極
妙
者
為
極
不
妙
。
推
其
初
意
、
亦
有
可

原
、
不
過
因
北
本
為
詞
曲
之
豪
、
人
人
賛
羨
、
但
可
被
之
管
弦
、
不
便
奏

諸
場
上
、
但
宜
於
ざ
陽
、
四
平
等
俗
優
、
不
便
強
施
於
毘
調
、
以
係
北
曲
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

而
非
南
曲
也
。
菰
請
先
言
其
故
。
北
曲
一
折
、
止
隷
一
人
。
錐
有
数
人
在
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場
、
其
曲
止
出
一
口
、
従
無
互
歌
、
迭
詠
之
事
。
ざ
陽
・
四
平
等
腔
、
字

多
音
少
、
一
洩
而
尽
。
又
有
一
人
啓
口
、
数
人
接
腔
者
、
名
為
一
人
、
實

出
衆
口
。
故
演
北
西
廟
甚
易
。
箆
調
悠
長
、
一
字
可
抵
数
字
、
毎
唱
一
曲
、

又
必
一
人
始
之
、
一
人
終
之
、
無
可
助
一
腎
者
。
以
長
江
・
大
河
之
全
曲
、

而
専
責
一
人
、
即
有
銅
喉
鉄
歯
、
其
能
勝
此
重
任
乎
。
此
北
本
錐
佳
、
呉

音
不
能
奏
也
。

　
李
漁
は
、
北
曲
が
四
折
を
一
人
で
歌
う
の
で
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
を
訴
え

て
い
る
。
し
か
し
、
ざ
陽
腔
の
よ
う
な
場
合
は
、
実
際
に
は
一
人
の
歌
に
合
わ

せ
て
多
く
の
人
が
合
唱
す
る
の
で
、
実
際
の
上
演
が
比
較
的
容
易
に
な
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
一
人
が
歌
い
衆
人
が
和
す
る
、
ざ
陽
腔
の
特

徴
で
あ
る
「
幣
腔
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
康
煕
年
間
の
人
で
あ
る
劉
廷
磯
の
『
在
園
雑
志
』
（
康
煕
五
四
、
一

七
一
五
年
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

旧
ざ
陽
腔
乃
一
人
自
行
歌
唱
、
原
不
用
衆
人
輩
合
。
但
較
之
毘
腔
則
多
帯

白
作
、
曲
以
口
渡
唱
為
佳
、
而
毎
段
尾
声
、
傍
自
収
結
。
不
似
今
之
後
台

衆
和
、
作
拗
駒
羅
羅
之
声
也
。
西
江
ざ
陽
腔
、
海
盤
漸
腔
、
猶
存
古
風
、

他
塵
絶
無
　
。
近
今
且
ざ
陽
腔
為
四
平
腔
・
京
腔
・
衛
腔
。
甚
且
等
而
下

之
、
為
榔
子
腔
・
乱
弾
腔
・
巫
娘
腔
・
項
耶
腔
・
羅
羅
腔
　
。
愈
趨
愈
卑
、

新
奇
畳
出
、
終
以
罠
腔
為
正
音
。
（
巻
三
）

　
劉
廷
磯
も
、
衆
人
が
舞
台
の
後
ろ
（
「
後
台
」
）
か
ら
一
人
の
歌
に
合
わ
せ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
衆
人
で
歌
う
の
で
、
「
拗
噺
羅
羅
之
声
」

と
い
っ
て
、
喧
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
冒
嚢
（
一
六
一
一
～
一
六
九
三
）
の
文
言
小
説
『
影
梅
篭

憶
語
』
で
も
、
女
性
と
の
出
会
い
の
場
面
が
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

是
日
演
ざ
陽
腔
「
紅
梅
」
。
以
燕
俗
之
劇
、
喉
冴
凋
噺
之
調
、

姫
身
口
、
如
雲
出
舳
、
如
珠
在
盤
、
令
人
欲
仙
欲
死
。

乃
出
之
陳

　
冒
嚢
が
ざ
陽
腔
の
こ
と
を
こ
こ
で
「
燕
俗
之
劇
」
と
い
う
の
は
、
ざ
陽
腔
が

北
京
に
進
出
し
て
「
京
腔
」
と
し
て
、
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
と
も
あ
れ
こ
こ
で
も
、
ざ
陽
腔
の
こ
と
を
、
「
嘲
冴
凋
噺
之
調
」
と
表

現
し
て
い
る
。
や
は
り
本
来
喧
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
劇
種
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
李
漁
も
、
別
の
場
所
で
、
ざ
陽
腔
の
こ
と
を
、

予
生
平
最
悪
ざ
陽
腔
・
四
平
等
劇
、
見
則
趨
而
避
之
。

則
楽
観
恐
後
。
（
『
間
情
偶
寄
』
音
律
第
三
）

但
聞
其
搬
演
西
廟
、

と
も
述
べ
て
い
る
。
ざ
陽
腔
の
喧
し
さ
を
嫌
っ
て
い
る
が
、
そ
の
存
在
の
未
来

に
期
待
を
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
清
朝
は
、
少
数
民
族
に
よ
る
支
配
で
あ
っ
た
た
め
、
し
ば
し
ば
文
字
の
獄
が

起
き
た
。
書
い
た
文
字
や
文
章
の
内
容
が
原
因
で
弾
圧
さ
れ
る
事
件
で
あ
る
。

（35）90



こ
の
事
件
の
調
査
報
告
書
の
中
に
、
ざ
陽
腔
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

以
下
は
、
江
西
巡
撫
那
碩
の
上
奏
文
で
あ
る
。

部
碩
摺

江
西
巡
撫
臣
都
碩
謹
奏
、
為
遵
旨
覆
奏
事
。
窺
臣
於
乾
隆
四
十
五
年
十
二

月
二
十
五
日
、
承
准
大
学
士
公
阿
桂
等
字
寄
、
乾
隆
四
十
五
年
十
一
月
二

十
八
日
奉
上
諭
。
前
因
外
間
流
傳
劇
本
、
如
明
季
国
初
之
事
、
有
関
渉
本

朝
字
句
、
亦
未
必
無
違
擬
之
処
、
傳
諭
伊
齢
阿
全
徳
、
留
心
査
察
勘
酌
妥

辮
。菰

擦
伊
齢
阿
覆
奏
、
派
員
慎
密
捜
訪
査
明
、
慮
刷
改
者
刷
改
、
慮
抽
製
者

抽
製
、
陸
続
粘
簸
呈
覧
。
再
査
箆
腔
之
外
、
有
石
碑
腔
・
秦
腔
・
ざ
陽
腔
・

楚
腔
等
項
、
江
・
廣
・
閾
・
漸
・
四
川
・
雲
・
貴
等
省
、
皆
所
盛
行
。
請

勅
各
督
撫
査
辮
等
語
、
自
懸
如
此
辮
理
。

著
将
伊
齢
阿
原
摺
抄
、
寄
各
督
撫
閲
看
、
一
膿
留
心
査
察
。
但
須
不
動
生

色
、
不
可
梢
渉
張
皇
。
将
此
遇
各
督
撫
奏
事
之
便
、
傳
諭
知
之
。
欽
此
欽

遵
、
寄
信
到
臣
。

臣
査
江
西
毘
腔
甚
少
。
民
間
演
唱
有
高
腔
・
榔
子
腔
・
乱
弾
等
項
名
目
。

其
高
腔
又
名
ざ
陽
腔
。
臣
検
査
ざ
陽
県
県
旧
志
有
ざ
陽
腔
之
名
。
恐
該
地

或
有
流
傳
劇
本
、
筋
令
該
県
留
心
査
察
。

随
擦
稟
構
。
ざ
陽
之
名
、
不
知
始
於
何
時
、
無
愚
稽
考
。
現
今
所
唱
即
係

高
腔
、
並
無
別
有
ざ
陽
詞
曲
。

並
捺
附
省
之
南
昌
府
稟
稽
。
遵
経
傳
諭
、
各
戯
班
、
将
戯
本
内
事
渉
明
季
、

及
関
係
南
宋
金
朝
故
事
，
扮
演
失
当
者
、
厳
行
禁
除
外
、
所
有
緻
到
各
戯

本
、
派
員
査
核
。
内
有
「
全
家
福
」
「
乾
坤
鞘
」
二
種
、
語
有
違
凝
。
又

「
紅
門
寺
」
一
種
、
扮
演
本
朝
服
色
。
慮
呈
、
請
査
辮
等
情
。

臣
与
藩
臭
両
司
覆
核
無
異
。
査
江
右
所
有
高
腔
等
班
、
其
詞
曲
悉
皆
方
言

俗
語
、
僅
鄙
無
文
、
大
半
郷
愚
随
口
演
唱
、
任
意
更
改
。
非
比
毘
腔
傳
奇
、

出
文
人
之
手
、
創
剛
成
本
、
遽
遍
流
傳
。
是
以
曲
本
無
幾
。
其
緻
到
者
亦

係
破
欄
不
全
抄
本
。
現
在
検
出
之
三
種
内
、
「
紅
門
寺
」
係
用
本
朝
服
色
。

「
乾
坤
鞘
」
係
宋
金
故
事
、
懸
行
禁
止
。
「
全
家
福
」
所
稔
封
号
語
渉
荒
誕
。

且
核
其
詞
曲
、
不
値
刷
改
、
倶
慮
寛
行
錆
椴
。
臣
謹
将
原
本
粘
籔
、
恭
呈

御
覧
。

至
如
瑞
州
・
臨
江
・
南
康
等
府
、
山
隅
僻
壌
、
本
地
既
無
優
伶
、
外
間
戯

班
亦
所
竿
至
。
惟
九
江
・
広
信
・
饒
州
・
鞍
州
・
南
安
等
府
、
界
連
江
・

廣
・
閾
・
漸
、
如
前
項
石
碑
腔
・
秦
腔
・
楚
腔
時
来
時
去
。

臣
筋
令
各
該
府
、
時
刻
留
心
、
遇
有
到
境
戯
班
、
傳
集
開
諭
、
務
使
一
隆

遵
禁
改
正
。
昭
我
皇
上
端
本
維
風
之
至
治
、
傍
不
許
梢
有
張
皇
、
及
萄
且

従
事
。
致
干
厳
行
参
究
所
有
。

現
在
遵
旨
査
辮
縁
由
、
理
合
恭
摺
覆
奏
。
伏
祈
皇
上
容
豊
謹
奏
。

乾
隆
四
十
六
年
四
月
初
六
日
。
殊
批
知
道
了
。
（
『
史
料
旬
刊
』
二
十
二
期
、

商
務
印
書
館
）

即

　
長
い
報
告
書
で
あ
る
が
、
江
西
巡
撫
の
上
奏
文
で
あ
る
か
ら
、
江
西
に
関
す
　
㊧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3

る
多
く
の
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
民
間
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で
毘
曲
を
演
ず
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ざ
陽
腔
の
別
名
を
高
腔

と
い
う
こ
と
。
流
行
し
て
い
た
の
は
、
ざ
陽
腔
以
外
に
も
、
石
碑
腔
・
秦
腔
・

榔
子
腔
・
乱
弾
な
ど
が
あ
り
、
既
に
民
間
で
は
、
榔
子
系
の
演
劇
が
席
巻
し
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ざ
陽
腔
系
の
劇
団
で
は
、
完
全
な
劇
本
が
な
く
、

「
破
燗
不
全
抄
本
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
部
分
的
な
台
本
し

か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
又
、
江
西
の
北
側
長
江
に
接
す
る
九
江
府
や
、
北

東
側
の
安
徽
に
接
す
る
饒
州
府
や
、
東
側
の
福
建
・
漸
江
に
接
す
る
広
信
府

（
ざ
陽
県
を
含
む
）
や
、
南
側
の
広
東
に
接
す
る
鞍
州
府
・
南
安
府
な
ど
で
は
、

外
部
か
ら
石
碑
腔
・
秦
腔
・
楚
腔
な
ど
の
劇
団
が
往
来
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
、
江
西
巡
撫
之
、
乾
隆
帝
に
対
す
る
奏
上
文
か
ら
見
て
取
れ
る
。

　
以
上
が
、
江
西
省
ざ
陽
県
で
の
現
地
調
査
と
、
ざ
陽
腔
に
関
す
る
清
初
ま
で

の
歴
史
的
文
献
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

（37）

　
最
後
に
、
今
回
の
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
中
央
戯
曲
研
究
院
の
劉
禎
院

長
、
江
西
省
社
会
科
学
院
の
萬
葉
先
生
、
林
宇
研
究
員
、
ざ
陽
県
の
文
化
局
の

黄
英
龍
局
長
、
呉
波
副
局
長
な
ど
の
皆
さ
ん
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

゜o
盾



新
裁
予
篭
能
調
平
戊
丸
哉
　
祠
清
唱
謂
《
激
、
唱
ろ
鴫
戯
蟻
蔑
・

痴
葵
勢
有
驚
努
碧
壁
至
翼
細
玩
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
煎
奮
義

衣
《
叡
剰
庭
専
精
思
不
再
自
級
主
張
侭
為
酸
黒

ロ篠
詠
無
恭
類
叡
方
風
気
所
涙
査
艶
山
海
路
風
籐
娩
杭
辮
幾
鶏
羅

織
蛸
濾
酌
福
嵐
穫
隼
父
馬
腔
武
樂
問
雪
貴
∴
雀
響
礁
霧
鵯
難

鵬
欝
雛
嫡
嫉
鴇
獅
鋳
纏
麟
蝿
鍵
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ま
り
を
ダ
　
ミ
ヰ
　
ギ
が
ぶ
だ
　
　
め
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
ド
モ
　
げ
　
ゑ
ヨ
ん
ず

臨，

告
D
曝
其
善
熱
爆
4
3
柔
屈
典
栃
鉄
笛
甑
阿
瑛
幌
元
築
為
毒

禽
続
鳳
月
散
へ
其
箸
査
胸
真
野
焦
＋
気
風
月
散
ん
嶺
蔚
灘
購

縫
予
健
善
誌
南
曲
丸
典
欧
國
杓
有
毘
山
膣
之
樗
　
㎜
繋
戯
藁

滋
両
芋
接
ム
腔
f
両
事
稿
礁
下
腔
如
享
＝
錦
－
中
思
妻
想
峯
．
馨

　
蟹
謙
・
義
如
素
帯
死
ヤ
定
主
得
牽
－
整
－
襲
・
・
陣
－
領
難
騰

沈
　
榊
壌
憂
掌
く
弘
比
萩
登
宇
如
李
清
－
等
嘉
麹
揚
　
轍
爆

蜘
轟
南
灘
丸
拍
懸
絶
無
南
腔
南
茎
茸
佳
要
煩
綾
奪
数
、
釜
義
零

叢
語
箏
噸
有
中
州
調
糞
州
調
右
黄
州
調
備
壕
綱
絃
歳
調
毒
毒
磐

馨
縛
攣
薩
楚
農
ナ
轟
書
簾
へ
碕
禽
扉
織

嚢
真
蚤
．
底
虜
孟
也
碍
嘆
癖
云
砿
ム
糞
州
調
婆
鞘
罐
絃
最
勧

写真18　「南詞引正」、（「真蹟日録』）
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